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と
っ
て
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
再
確
認
す

る
」
と
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」の
協
力
体
制
で
臨
む

　

日
本
が
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
を
イ
ン
フ
ラ
輸
出

の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
提
唱
す
る
理
由
の
一
つ

に
は
、
受
注
価
格
の
安
さ
を
前
面
に
提
案
し
、
東
南
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
新
興
国
・
途
上
国
で
イ
ン
フ
ラ
の

受
注
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
中
国
企
業
と
の
差
別
化
を

図
る
狙
い
が
あ
る
。

　

例
え
ば
日
本
と
中
国
で
受
注
合
戦
を
繰
り
広
げ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
〜
バ
ン
ド
ン
（
計
画
延
長

約
一
四
〇
㌔
）
の
高
速
鉄
道
新
設
計
画
で
は
、
平
成
二 

十
七
年
秋
に
日
本
よ
り
大
幅
に
出
足
の
遅
か
っ
た
中
国

が
受
注
し
た
。
中
国
の
提
案
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
財
政

負
担
を
伴
わ
ず
、
日
本
の
提
案
よ
り
も
短
い
工
期
で
実

現
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本
に
よ
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
の
最
大
の
受
け
取
り
国
で
あ
り
、
こ
う
し
た
支

援
の
実
績
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
中
国

に
競
り
負
け
た
。
約
二
年
が
経
過
し
た
現
在
も
政
府
の

関
係
者
か
ら
は
「
安
倍
政
権
が
推
進
し
て
き
た
イ
ン
フ

ラ
輸
出
戦
略
の
中
で
も
最
大
の
痛
手
だ
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
る
。

　

だ
が
、
こ
こ
に
来
て
中
国
が
得
意
と
す
る
安
値
受
注

の
提
案
攻
勢
に
も
陰
り
が
見
え
つ
つ
あ
る
。
中
国
が
受

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
企
業
に
よ
る
海
外
で
の
大
規
模

案
件
の
相
次
ぐ
受
注
と
い
う
形
で
成
果
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
る
。

　

政
府
は
第
二
次
安
倍
政
権
発
足
後
の
平
成
二
十
五
年

五
月
、
日
本
企
業
向
け
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
支
援
策
を
列

挙
し
た
「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
戦
略
」
を
初
め
て

策
定
し
た
。
そ
の
中
で
平
成
二
十
二
年
（
一
〜
十
二
月
）

に
約
一
〇
兆
円
だ
っ
た
日
本
企
業
に
よ
る
海
外
で
の
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
受
注
額
（
事
業
投
資
に
よ
る
収
入

額
等
も
含
む
）
を
、
一
〇
年
後
の
平
成
三
十
二
年
に
は

約
三
〇
兆
円
へ
と
大
幅
に
増
や
す
目
標
を
設
定
。
こ
の

目
標
の
中
間
年
に
当
た
る
平
成
二
十
七
年
に
は
受
注
額

約
二
〇
兆
円
を
達
成
し
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
輸
出
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
背
景
に
は
、

日
本
が
先
導
し
て
国
際
標
準
化
を
目
指
す
「
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
」
の
重
要
性
に
対
す
る
海
外
各
国
か
ら
の
理
解

と
期
待
が
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の

注
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
速
鉄
道
新
設
計
画
の
工
事

は
予
定
よ
り
も
大
幅
に
遅
延
。
最
近
、
中
国
が
受
注
攻

勢
を
強
め
て
い
る
ア
フ
リ
カ
で
も
、
中
国
企
業
が
建
設

し
た
道
路
が
す
ぐ
に
傷
み
、
人
身
事
故
を
招
く
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
と
い
う
。

　

現
時
点
で
日
本
政
府
が
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
の

輸
出
の
最
大
の
成
果
と
位
置
付
け
て
い
る
の
が
、
九
月

に
現
地
で
起
工
式
が
開
か
れ
た
日
本
の
新
幹
線
シ
ス
テ

ム
を
採
用
す
る
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
〜
ア
ー
メ
ダ
バ
ー

ド
（
計
画
延
長
約
五
〇
五
㌔
）
の
高
速
鉄
道
新
設
計
画

の
初
弾
関
連
工
事
の
受
注
だ
。
中
間
駅
の
バ
ド
ー
ダ
ラ

付
近
に
建
設
す
る
高
速
鉄
道
の
運
行
や
保
守
な
ど
に
関

す
る
研
修
施
設
の
工
事
を
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
六
社
で
構

成
す
る
Ｊ
Ｖ
が
担
当
す
る
。

　

イ
ン
ド
高
速
鉄
道
新
設
計
画
の
総
事
業
費
は
約
一
・

八
兆
円
。
日
本
企
業
に
よ
る
今
回
の
工
事
受
注
は
事
業

費
の
大
半
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
賄
う
と
い
う
資
金
協
力
も
大
き

く
後
押
し
し
た
と
見
ら
れ
る
一
方
で
、「
最
近
は
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
で
す
ら
中
国
な
ど
の
他
国
企
業
が
受
注

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
イ
ン
ド
の
高
速
鉄
道
計
画
は

全
体
的
に
日
本
企
業
が
受
注
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
る
」（
政
府
関
係
者
）
と
の
見
方
も
あ
る
。
こ
の
要
因

と
し
て
は
、
政
府
と
日
本
の
幅
広
い
業
種
の
企
業
に
よ

る
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
の
協
力
体
制
が
現
地
の
雇

用
創
出
や
産
業
振
興
、
技
術
移
転
に
配
慮
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
い
う
。

が
使
い
や
す
く
て
安
全
で
災
害
に
強
い
機
能
を
持
ち
、

そ
の
上
で
国
土
・
地
域
の
開
発
計
画
や
成
長
戦
略
を
十

分
に
考
慮
し
て
住
民
の
暮
ら
し
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
環

境
と
調
和
す
る
。
更
に
、
長
期
的
視
点
で
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
抑
制
や
現
地
の
雇
用
創
出
、
技
術
供
与

な
ど
を
実
現
し
、
相
手
国
の
持
続
的
成
長
に
貢
献
し
て

い
く
と
い
う
も
の
で
、
イ
ン
フ
ラ
に
よ
る
多
様
な
付
加

価
値
の
創
出
を
意
味
す
る
。

　

昨
年
五
月
に
三
重
県
志
摩
市
で
開
か
れ
た
先
進
七
カ

国
首
脳
会
議
「
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
日

本
の
呼
び
掛
け
で
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
の
基
本
要

素
を
ま
と
め
た
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
推
進
の

た
め
の
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
原
則
」
に
合
意
し
、
国
際
社
会

で
そ
の
認
識
を
共
有
し
て
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
点
で
一
致
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
十
一
月
に
ペ
ル
ー
・
リ
マ
で
開
か
れ
た

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
首
脳
宣
言
に
は
、
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
の
合
意
事
項
を
踏
襲
し
て
「
持
続
的
な
経
済
成
長
に

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
強
化

　

今
後
、
政
府
は
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
輸
出
」
の
新

た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
平
成
三
十
年
度
以
降
に
海

外
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
案
件
形
成
や
広
域
単
位
の
開
発

計
画
の
策
定
と
い
っ
た
最
上
流
段
階
で
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
活
動
に
一
段
と
力
を
入
れ
て
い
く
。
日
本
規
格

の
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
を
実
際
の
工
事
や
維
持
管

理
・
運
営
な
ど
に
反
映
し
や
す
く
し
、
日
本
企
業
の
受

注
を
よ
り
強
力
に
後
押
し
す
る
の
が
狙
い
だ
。
こ
の
新

た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
官
民
の
期
待
は
大
き
い
。

　

海
外
で
こ
う
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
担
う

機
関
に
は
、
国
内
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
国
土
交
通
省

所
管
の
独
立
行
政
法
人
な
ど
の
公
的
機
関
、
企
業
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
分
野
は
鉄
道
、

空
港
、
港
湾
、
都
市
・
住
宅
、
下
水
道
。
現
在
は
法
律

で
活
動
範
囲
が
国
内
に
限
ら
れ
て
い
る
独
法
な
ど
に
つ

い
て
、
海
外
で
も
国
内
と
ほ
ぼ
同
様
の
活
動
を
行
え
る

よ
う
に
す
る
法
律
の
整
備
も
来
年
の
通
常
国
会
で
行
う

方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
国
際
市
場
で

は
依
然
と
し
て
価
格
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
も
現
実
で

あ
り
、
今
後
も
日
本
が
提
唱
す
る
「
質
の
高
い
イ
ン
フ

ラ
」
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の
積
極
的
な
外
交
活
動
が

求
め
ら
れ
る
。
同
時
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
効
を
よ

り
上
げ
る
た
め
に
も
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
拡
充

し
、
計
画
内
容
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

成
元
年
に
発
足
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
約
三
〇
年
に
わ
た
る
歴

史
の
中
で
も
初
め
て
と
な
る
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
質
の
高
い
イ

ン
フ
ラ
・
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議
」
が
十
月
十
七
日
、
東
京

都
内
で
開
か
れ
た
。
各
国
・
地
域
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
担
う
省
庁
の
幹
部
ら
が
出
席
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
で

の
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
へ
の
投
資
に
関
す

る
取
組
み
を
推
進
・
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、
あ
ら

た
め
て
日
本
が
積
極
的
に
提
唱
す
る
「
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
」
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
動
き
に
注
目
し
た
い
。

平
成
三
十
二
年
に
約
三
〇
兆
円
が
目
標

　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
政

権
は
、
今
後
の
人
口
減
少
で
縮
小
す
る
国
内
の
イ
ン
フ

ラ
市
場
を
旺
盛
な
海
外
需
要
で
補
完
し
よ
う
と
、
国
の

成
長
戦
略
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
拡
大
を
打
ち
出
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
五
年
間
が
経
過
し
た
現
在
、
建
設
業

イ
ン
フ
ラ
輸
出
に
官
民
の
期
待
が
高
ま
る

「
質
の
高
さ
」で
日
本
企
業
の
優
位
性
活
か
す
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